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第４次小金井市基本構想・後期基本計画
（平成28年度～平成32年度）

こがねいまちづくりカフェ
第４次基本構想・後期基本計画のための市民懇談会

第４次基本構想・後期基本計画の策定にあたり、審議会委員が中心となり、市民の

意見を伺うことを目的に市民懇談会を実施しました。

カフェにいるようなくつろいだ雰囲気の中、少人数に分かれたテーブルで「未来の

小金井」について、自由に対話を行いました。

20代から70代まで幅広い年齢層の市民の方々と未来の小金井について熱く語り合

う機会となり、各テーブル時間が足りないくらい意見交換がなされました。

転入して１年未満ですが、
小金井市民は熱いと

驚かされました！（参加者の声）

今後このような

機会に参加

したいですか？

全体46人

93％

はい

無回答

7％

コラムcolums



第４次小金井市基本構想　市の将来像

長期総合計画の構成と後期基本計画の位置づけ   〈第１部　第１章、２章〉

ごあいさつ

　「第４次基本構想」は、10 年後の将来像を「みどりが

萌える・子どもが育つ・きずなを結ぶ  小金井市」とする

とともに、「住みやすさの向上」、「住み続けたいと思う

市民の割合の増加」を目指して、平成 23 年２月に議決

され、同時に、基本構想を実現するため、平成 23 年度から

平成 27 年度までを計画期間とする「第４次基本構想・

前期基本計画」が策定されたところです。

　今般、この前期基本計画が終了するため、公募市民を含めた長期計画審議会を

設置し、後期基本計画の策定が進められてきました。約９か月にわたり、市民の視点や

専門的見地から議論・検討を重ねるとともに、「こがねいまちづくりカフェ（市民

懇談会）」 を開催し、20代から70 代まで幅広い年齢層の方々と未来の小金井について

熱く語り合う機会も設けられました。その他、市民意向調査、市民フォーラム、パブ

リックコメントにより貴重な御意見をいただくなど多様な市民参加を経て、平成27年

12月９日に長期計画審議会からいただいた答申は大変重要なものであると考えています。

　私は、市民の皆様と一緒にふるさと小金井の新しい時代を築き上げることを最大の

目標として掲げ、去る 12 月 13 日に執行されました市長選挙において、第 10 代市長

に就任させていただきました。今後、私の基本姿勢である『対話』を重視し方向性を

見据える中で、継承すべきこと、見直すべきこと、新たに取り組むべきことをしっかり

と見極め、必要に応じ諸計画の改定等を図りつつ、本計画とともに政策を実現して

まいりたいと考えております。

　「市民一人ひとりが大切にされ、真の幸せを実感できるまちづくり」の実現のため、

市民の皆様、市議会議員各位及び職員と一丸となり、誇りの持てる小金井、住み続け

たいと願われる小金井、市民力が結集された小金井を作り上げてまいります。

　結びに、多くの御意見をいただくなど御支援、御協力いただいた市民の皆様、長期

計画審議会委員及び市議会議員各位に心から感謝申し上げます。

小金井市長平成28年３月
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　長期総合計画は、これからの小金井市をどのようにつくっていくのか、その方向性を描い
たまちづくりの指針となるものです。どのようなまちを目指すのかを表した基本構想（まち
の将来イメージ）と、そのイメージを実現するために何に取り組んで行くのかを表した基本
計画（具体的な計画）及び実施計画で組み立てられています。

　第4次基本構想は、平成23
年度から32年度までの10年
間の構想です。基本計画は、
平成23年度から27年度まで
を前期基本計画とし、平成28
年度から32年度までを後期
基本計画とします。

●「基本構想」とは、市民のしあわせの増進を目的とした市の最上位計画。
●「基本計画」とは、基本構想の将来像を実現するため、施策を具体化・体
　系化したもの。
●「実施計画」とは、基本計画で明らかにされた施策を計画的に実施する
　ため、財源的裏付けと事業年度を明らかにしたもの。

みどりと水を守り
育てることを目標とし、
みどりをはじめとする
自然の保全・創出を
推進します。

参加と協働を進め、
市民がつながり、
支え合う、

思いやりのあるまちの
連帯を深めます。

次世代の夢を育み、
全ての世代のしあわせが
増進する、まちの発展
を目指します。

基本構想

基本計画

実施計画

基本構想

基本計画

実施計画
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後期基本計画の市民参加

2 3

計画策定にあたって　〈第１部　第４章、６章、７章〉

市民意向調査の結果

施策の満足度調査結果

満足度の
高い取組
（上位５施策）

重要度の
高い取組
（上位５施策）

市の将来人口

財政計画

会長から
ひとこと

渡邊 嘉二郎 高橋 雅栄

職務代理者
から
ひとこと

市税
1021.2億円
51％

市税
1021.2億円
51％

市税
1021.2億円
51％

市債
47.1億円
2％

繰入金
33.8億円
2％

国都支出金
602.0億円
30％

国都支出金
602.0億円
30％

国都支出金
602.0億円
30％

地方譲与税・
その他交付金
187.0億円
10％

その他
102.5億円
5％

歳入
（平成28年度～32年度）
1993.6億円

人件費
307.0億円
16％

人件費
307.0億円
16％

人件費
307.0億円
16％

投資的経費
219.5億円
11％

投資的経費
219.5億円
11％

投資的経費
219.5億円
11％

繰出金
221.9億円
11％

繰出金
221.9億円
11％

繰出金
221.9億円
11％

補助費等
246.2億円
12％

補助費等
246.2億円
12％

補助費等
246.2億円
12％

物件費
348.8億円
18％

物件費
348.8億円
18％

物件費
348.8億円
18％

扶助費
477.6億円
24％

扶助費
477.6億円
24％

扶助費
477.6億円
24％

公債費
126.8億円
6％

歳出
（平成28年度～32年度）
1993.6億円

その他
45.8億円
2％

14,072
（12.0%）

14,072
（11.8%）

14,129
（11.8%）

13,386
（11.3%）

79,497
（67.6%）

79,905
（66.8%）

79,640
（66.4%）

79,030
（65.9%） 76,671

（64.5%）

24,102
（20.4%）

25,638
（21.4%）

26,182
（21.8%）

26,781
（22.3%） 28,896

（24.2%）

117,671 119,615 120,012 119,940 118,953 
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65歳以上

14,190
（11.8%）

15歳～64歳 ０歳～14歳

住みやすい
29.7%

住みやすい
29.7%

住みやすい
29.7%

やや住み
にくい
9.1%

住みにくい
3.5%

どちらとも
いえない
5.9%

無回答・無効
6.2%

どちらかといえば
住みやすい
45.6%

どちらかといえば
住みやすい
45.6%

どちらかといえば
住みやすい
45.6%

住み続けたい
38.3%

住み続けたい
38.3%

住み続けたい
38.3%

できれば
移転したい
11.1%

移転したい
2.0%

わからない
5.2% 無回答・無効

5.8%

できれば
住み続けたい
37.7%

できれば
住み続けたい
37.7%

できれば
住み続けたい
37.7%

　計画の策定にあたり、市民の皆さん
が市政に対して、どのようなご要望を
お持ちなのか、また今後の市政運営に
おいて何を重要とお考えなのかを把
握することを目的に実施しました。

　市の将来人口は、僅かずつ増え続
け、平成35年頃に12万人程度と予想
されています。
　人口構成については、０歳～64歳の
人口が減少し、65歳以上の人口が増加
するなど、今後も少子高齢化が進展す
る見込みとなっています。

　市の財政状況は、少子高齢化の進展
などにより、歳入の増加が見込めない
中、歳出においては、社会保障関連経
費の自然増や多額の財源を必要とす
る重要課題に伴う経費の増加が見込
まれるため、今後も効果的・効率的な
財政運営に努めていく必要がありま
す。後期基本計画の計画期間の５年間
の合計額は、歳入・歳出ともに1993.6
億円を見込んでいます。

●みどりと水を守り育む取組　●下水道サービスの充実
●環境に配慮した河川の整備　●清潔で美しいまちづくりへの取組
●公共交通の利用環境の整備

●ごみの減量・資源化の取組　 ●財政の健全化
●みどりと水を守り育む取組　●清潔で美しいまちづくりへの取組
●地域の医療体制の充実

　計画案の策定にあたっては、公募市民を含めた長期計画審議会において、約９か月にわた
り審議会を９回、４つの分野別起草委員会を計16回開催し、市民の視点や専門的見地から活
発な議論・検討を重ねてきました。また、市民懇談会、市民フォーラムを開催するとともに、市
民意向調査やパブリックコメントなど様々な形で市民の方の声を聴きながら作りました。

【長期計画審議会委員】　  渡邊嘉二郎、高橋雅栄、岡本鮎実、久保節紀、中村裕子、渡邊智子、竹之内一幸、
鉄矢悦朗、今井啓一郎、上原和、志田尚紀、本木治子、福元弘和、杉山薫、谷本俊哉※、齊藤俊之※、川合修※、
河野律子※（敬称略）    ※任期中交代

委員のみなさん
牧歌的でCho田舎（ちょいなか）
の小金井を愛しているんだな

と痛感しました。

課題や壁があるが
色々な世代と話すことで
解決していくことも
あると感じた。

専門分野の方と
一般市民としての意見を
ミックスできる審議会の
構成がよかった。

審議会でも懇談会でも
みんなが小金井を愛して
小金井のためにという
ことを感じました。

小金井に暮らして長いが
知らないことが
たくさんあると
毎回感じた。

路傍石
　磨けば光る
　　　　宝石ぞ

こういう機会が初めてで
当初不安がいっぱいであったが
みなさんが色々アドバイスを
くれて支えてくれた。

委員会の審議や小金井市
民の皆さんとの交流を通
じ、皆さんの潜在力の高
さを感じました。計画の
実施に当たり皆さんの力
の顕在化が必要だし、そ
れにより小金井はもっと
素敵な街になると確信し
ました。

審議会は終わりました
が、計画は実施して1人1
人の暮らしや、幸福感が
向上して初めて意義ある
ものになります。私も市
民の立場から日々の生活
の中で、皆さまとともに
計画実現の一端が果たせ
たらと思います。
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　計画の策定にあたり、市民の皆さん
が市政に対して、どのようなご要望を
お持ちなのか、また今後の市政運営に
おいて何を重要とお考えなのかを把
握することを目的に実施しました。

　市の将来人口は、僅かずつ増え続
け、平成35年頃に12万人程度と予想
されています。
　人口構成については、０歳～64歳の
人口が減少し、65歳以上の人口が増加
するなど、今後も少子高齢化が進展す
る見込みとなっています。

　市の財政状況は、少子高齢化の進展
などにより、歳入の増加が見込めない
中、歳出においては、社会保障関連経
費の自然増や多額の財源を必要とす
る重要課題に伴う経費の増加が見込
まれるため、今後も効果的・効率的な
財政運営に努めていく必要がありま
す。後期基本計画の計画期間の５年間
の合計額は、歳入・歳出ともに1993.6
億円を見込んでいます。

●みどりと水を守り育む取組　●下水道サービスの充実
●環境に配慮した河川の整備　●清潔で美しいまちづくりへの取組
●公共交通の利用環境の整備

●ごみの減量・資源化の取組　 ●財政の健全化
●みどりと水を守り育む取組　●清潔で美しいまちづくりへの取組
●地域の医療体制の充実

　計画案の策定にあたっては、公募市民を含めた長期計画審議会において、約９か月にわた
り審議会を９回、４つの分野別起草委員会を計16回開催し、市民の視点や専門的見地から活
発な議論・検討を重ねてきました。また、市民懇談会、市民フォーラムを開催するとともに、市
民意向調査やパブリックコメントなど様々な形で市民の方の声を聴きながら作りました。

【長期計画審議会委員】　  渡邊嘉二郎、高橋雅栄、岡本鮎実、久保節紀、中村裕子、渡邊智子、竹之内一幸、
鉄矢悦朗、今井啓一郎、上原和、志田尚紀、本木治子、福元弘和、杉山薫、谷本俊哉※、齊藤俊之※、川合修※、
河野律子※（敬称略）    ※任期中交代

委員のみなさん
牧歌的でCho田舎（ちょいなか）
の小金井を愛しているんだな

と痛感しました。

課題や壁があるが
色々な世代と話すことで
解決していくことも
あると感じた。

専門分野の方と
一般市民としての意見を
ミックスできる審議会の
構成がよかった。

審議会でも懇談会でも
みんなが小金井を愛して
小金井のためにという
ことを感じました。

小金井に暮らして長いが
知らないことが
たくさんあると
毎回感じた。

路傍石
　磨けば光る
　　　　宝石ぞ

こういう機会が初めてで
当初不安がいっぱいであったが
みなさんが色々アドバイスを
くれて支えてくれた。

委員会の審議や小金井市
民の皆さんとの交流を通
じ、皆さんの潜在力の高
さを感じました。計画の
実施に当たり皆さんの力
の顕在化が必要だし、そ
れにより小金井はもっと
素敵な街になると確信し
ました。

審議会は終わりました
が、計画は実施して1人1
人の暮らしや、幸福感が
向上して初めて意義ある
ものになります。私も市
民の立場から日々の生活
の中で、皆さまとともに
計画実現の一端が果たせ
たらと思います。
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みどりと環境
プロジェクト

まちの
にぎわい創出
プロジェクト

子育て・
子育ち応援
プロジェクト

1

2

3

4 5

基本構想の重点政策を踏まえて、重点的かつ横断的に取り組むべき６つのテーマを設定し、
施策の４つの柱と計画の推進の中から、各プロジェクトに対して、特に重要な取組を選び、重
点プロジェクトとして位置付けました。

◎ 私たちの住む小金井市の一番の特徴であるみ
　 どりを保全・創出し、市内のどこでも身近にみ
　 どりを感じられる、みどりあふれるまち

◎ 長期にわたる安定的なごみ処理体制を確立し、
　 循環型社会の形成に向けた３Ｒの推進に取り
　 組む、ごみゼロタウン小金井を目指すまち

◎ 地球温暖化対策などが推進され、公害の少ない
　 環境にやさしいまち

こんなまちを目指します！ 主な取組等の紹介

◎ 駅周辺のまちづくりと都市計画道路などの整
　 備が進んだ利便性の高いまち

◎ 駅前のコミュニティ広場や市民交流センター
　 などを中心に、市内の商店街などがにぎわう、
　 活力のあるまち

◎ 魅力あるイベント・商店街と地元の農産物や
 様々な名物があり、市内外から多くの人が訪れ、
　 楽しめるまち

こんなまちを目指します！

◎ 安心して子どもを産み育てることができる、子
　 育てが楽しくなるまち

◎ 次世代を担う子どもたちが夢を持ってのびの
　  びと育つ、子どもの笑顔があふれるまち

◎ 児童生徒一人ひとりが夢を持っていきいきと
　 学習できる、地域に開かれた学校のあるまち

こんなまちを目指します！

花壇ボランティア、環境美化サポーターなどの充実
小長久保公園などの整備

主な取組等の紹介

中間支援組織の仕組みづくり
武蔵小金井駅周辺整備 東小金井駅北口土地区画整理事業

農地の保全

再生可能エネルギー導入の推進 など
ごみ処理体制の確立

商工会や商店会などの自主的活動に対する支援
地域資源をいかした観光の推進
農業者と市民が交流できる機会の拡大 など

主な取組等の紹介

待機児童解消など子育て家庭の支援
子育て相談機能の充実
放課後子ども教室などの充実
児童生徒に寄り添った心のケア
教育内容・教育方法の充実 など
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◎ 地球温暖化対策などが推進され、公害の少ない
　 環境にやさしいまち

こんなまちを目指します！ 主な取組等の紹介

◎ 駅周辺のまちづくりと都市計画道路などの整
　 備が進んだ利便性の高いまち
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　 などを中心に、市内の商店街などがにぎわう、
　 活力のあるまち

◎ 魅力あるイベント・商店街と地元の農産物や
 様々な名物があり、市内外から多くの人が訪れ、
　 楽しめるまち

こんなまちを目指します！

◎ 安心して子どもを産み育てることができる、子
　 育てが楽しくなるまち

◎ 次世代を担う子どもたちが夢を持ってのびの
　  びと育つ、子どもの笑顔があふれるまち

◎ 児童生徒一人ひとりが夢を持っていきいきと
　 学習できる、地域に開かれた学校のあるまち

こんなまちを目指します！

花壇ボランティア、環境美化サポーターなどの充実
小長久保公園などの整備

主な取組等の紹介

中間支援組織の仕組みづくり
武蔵小金井駅周辺整備 東小金井駅北口土地区画整理事業

農地の保全

再生可能エネルギー導入の推進 など
ごみ処理体制の確立

商工会や商店会などの自主的活動に対する支援
地域資源をいかした観光の推進
農業者と市民が交流できる機会の拡大 など

主な取組等の紹介

待機児童解消など子育て家庭の支援
子育て相談機能の充実
放課後子ども教室などの充実
児童生徒に寄り添った心のケア
教育内容・教育方法の充実 など
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プロジェクト

共生社会推進
プロジェクト

きずなを結ぶ
まちづくり
プロジェクト
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5
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◎ 高齢者が地域で活躍し、生きがいをもっていき
　 いきと暮らしているまち

◎ 充実した高齢者への生活支援により、関わりの
　 必要な高齢者も安心して暮らせるまち

◎ 気軽にスポーツに親しめ、充実した医療体制の
　 下で健やかに暮らせる健康長寿のまち

こんなまちを目指します！ 主な取組等の紹介

◎ 障がいのある人もない人も、心豊かに、誰もが
　 いきいきと暮らせるノーマライゼーションの
　 まち

◎ 人権を尊重し、ワーク･ライフ･バランスを大切
　 にする、男女共同参画のまち

◎ 誰もが不安なく暮らすことができる、安全・
　 安心なまち

こんなまちを目指します！

◎ 子どもから大人まで誰もが地域での生活を楽
　 しみ、ふれあいとつながりがうまれる、きずな
　 を結ぶまち

◎ 様々な分野で、幅広い世代が参加してまちづく
　 りを進める、参加と協働のまち

◎ 市民ニーズを起点として、幅広い市民の参加と
　 協働によって進められる行政

こんなまちを目指します！

高齢者いきがい活動の推進
介護予防・日常生活支援総合事業の推進

主な取組等の紹介

ノーマライゼーションの推進
地域福祉の推進

スポーツ教室・スポーツ大会の充実
各種健診の充実
休日・休日準夜診療体制の継続 など

平和推進事業・人権啓発事業の充実
（仮称）男女平等推進センター整備の検討
こがねいし安全・安心あいさつ運動の充実 など

主な取組等の紹介

（仮称）市民協働支援センターの整備
地域情報ネットワークの推進
市民意向調査の充実
審議会などの公募市民の拡充
市職員への市民協働研修の充実 など
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こんなまちを目指します！ 主な取組等の紹介

◎ 障がいのある人もない人も、心豊かに、誰もが
　 いきいきと暮らせるノーマライゼーションの
　 まち

◎ 人権を尊重し、ワーク･ライフ･バランスを大切
　 にする、男女共同参画のまち

◎ 誰もが不安なく暮らすことができる、安全・
　 安心なまち

こんなまちを目指します！

◎ 子どもから大人まで誰もが地域での生活を楽
　 しみ、ふれあいとつながりがうまれる、きずな
　 を結ぶまち

◎ 様々な分野で、幅広い世代が参加してまちづく
　 りを進める、参加と協働のまち

◎ 市民ニーズを起点として、幅広い市民の参加と
　 協働によって進められる行政

こんなまちを目指します！

高齢者いきがい活動の推進
介護予防・日常生活支援総合事業の推進

主な取組等の紹介

ノーマライゼーションの推進
地域福祉の推進

スポーツ教室・スポーツ大会の充実
各種健診の充実
休日・休日準夜診療体制の継続 など

平和推進事業・人権啓発事業の充実
（仮称）男女平等推進センター整備の検討
こがねいし安全・安心あいさつ運動の充実 など

主な取組等の紹介

（仮称）市民協働支援センターの整備
地域情報ネットワークの推進
市民意向調査の充実
審議会などの公募市民の拡充
市職員への市民協働研修の充実 など
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8 9

施策分野

●みどりと水　　●ごみとまちの美化
●環境保全　　　●市街地整備
●住宅・住環境　●道路・河川

施策分野

●文化・芸術　●人権・平和・男女共同参画
●生涯学習　　●スポーツ・レクリエーション
●学校教育　　●幼児教育

施策分野

●コミュニティネットワーク    ●地域安全
●創造的産業  ●商業  ●工業  ●農業
●消費者生活・勤労者福祉       ●雇用

施策分野

●地域福祉　　　　　●高齢者福祉
●子ども家庭福祉　　●障がい者福祉
●健康・医療

　みどりと水を守り育てつつ、駅周辺をはじめとするまちづくりを進め、快適で人にや
さしいまちづくりを進めていきます。また、地域から地球環境を保全する取組、可燃ご
みの安定的な処理体制の確立や更なるごみ減量、市街地・住環境及び道路の整備、施設
と道路のバリアフリー化などを推進します。　

　学校での教育活動及び学習環境を更に高め、図書館・公民館などの生涯学習の場の充
実を図り、豊かな人間性と次世代の夢を育むまちづくりを進めていきます。
　また、市民交流センターなどを活用した文化・芸術の振興や歴史的文化遺産の保全と
継承、人権・平和・男女共同参画の取組、スポーツ・レクリエーションなどを推進します。

　市民活動をいかして、コミュニティの再構築を図るとともに、地域に根差した産業づ
くりを進め、ふれあいと活力のあるまちづくりを進めていきます。
　また、防災・防犯・危機管理などの安全な地域づくり、商工農の連携、安心な消費生活
支援などを推進します。

　子育ち・子育て支援を進めるとともに、高齢者が生きがいを持って安心して過ごせ
る、誰もが健やかに安心して暮らせる思いやりのあるまちづくりを進めていきます。
　また、ノーマライゼーション、障がいのある人や低所得者・ひとり親家庭への福祉、保
健活動や医療体制の充実などを推進します。

将来像の実現に向けて、４つの柱と重点プロジェクトを
推進するために、市民参加・市民協働、行政経営、計画的
行政の推進、財政・財務の健全化を図ることが必要です。

環境と都市基盤

文化と教育

地域と経済

福祉と健康

計画の推進
施策分野

●市民参加・市民協働　　　●行政経営
●計画的行政　　　　　　　●財政・財務
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●子ども家庭福祉　　●障がい者福祉
●健康・医療

　みどりと水を守り育てつつ、駅周辺をはじめとするまちづくりを進め、快適で人にや
さしいまちづくりを進めていきます。また、地域から地球環境を保全する取組、可燃ご
みの安定的な処理体制の確立や更なるごみ減量、市街地・住環境及び道路の整備、施設
と道路のバリアフリー化などを推進します。　

　学校での教育活動及び学習環境を更に高め、図書館・公民館などの生涯学習の場の充
実を図り、豊かな人間性と次世代の夢を育むまちづくりを進めていきます。
　また、市民交流センターなどを活用した文化・芸術の振興や歴史的文化遺産の保全と
継承、人権・平和・男女共同参画の取組、スポーツ・レクリエーションなどを推進します。

　市民活動をいかして、コミュニティの再構築を図るとともに、地域に根差した産業づ
くりを進め、ふれあいと活力のあるまちづくりを進めていきます。
　また、防災・防犯・危機管理などの安全な地域づくり、商工農の連携、安心な消費生活
支援などを推進します。

　子育ち・子育て支援を進めるとともに、高齢者が生きがいを持って安心して過ごせ
る、誰もが健やかに安心して暮らせる思いやりのあるまちづくりを進めていきます。
　また、ノーマライゼーション、障がいのある人や低所得者・ひとり親家庭への福祉、保
健活動や医療体制の充実などを推進します。

将来像の実現に向けて、４つの柱と重点プロジェクトを
推進するために、市民参加・市民協働、行政経営、計画的
行政の推進、財政・財務の健全化を図ることが必要です。

環境と都市基盤

文化と教育

地域と経済

福祉と健康

計画の推進
施策分野

●市民参加・市民協働　　　●行政経営
●計画的行政　　　　　　　●財政・財務
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第４次小金井市基本構想・後期基本計画
（平成28年度～平成32年度）

平成 28 年 3 月

表紙写真　／　杉山　薫

第４次小金井市基本構想・後期基本計画の全文は、
市ホームページ（http://www.city.koganei.lg.jp/）で公開しています。

で検索してください。また、市役所情報公開コーナー
及び図書館本館でもご覧いただけます。

小金井市企画財政部企画政策課
〒184-8504　東京都小金井市本町 6 丁目 6 番 3 号
ＴＥＬ 042-387-9800　 ＦＡＸ 042-387-1224
 http://www.city.koganei.lg.jp/

みどりが萌える・子 ど も が 育 つ ・ き ず な を 結 ぶ 　 小 金 井 市
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検索第4次小金井市基本構想・後期基本計画

第４次小金井市基本構想・後期基本計画
（平成28年度～平成32年度）

こがねいまちづくりカフェ
第４次基本構想・後期基本計画のための市民懇談会

第４次基本構想・後期基本計画の策定にあたり、審議会委員が中心となり、市民の

意見を伺うことを目的に市民懇談会を実施しました。

カフェにいるようなくつろいだ雰囲気の中、少人数に分かれたテーブルで「未来の

小金井」について、自由に対話を行いました。

20代から70代まで幅広い年齢層の市民の方々と未来の小金井について熱く語り合

う機会となり、各テーブル時間が足りないくらい意見交換がなされました。

転入して１年未満ですが、
小金井市民は熱いと

驚かされました！（参加者の声）

今後このような

機会に参加

したいですか？

全体46人

93％

はい

無回答

7％

コラムcolums


